
9

※性・年代別ではサンプル数が少なく誤差が大きいため、省略した

問3-2.　「食事バランスガイド」エリア別 非参考理由（非参考者ベース）

問3-2.　「食事バランスガイド」性別 非参考理由（非参考者ベース）

　（６）「食事バランスガイド」を参考にしない理由

15.620.89.5
21.1 25.016.7

7.8 6.39.5 27.145.2
18.920.816.7

1.102.4
35.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全　体　　　　　（n=90）東京・近畿圏（n=48）地方圏　　 　　（n=42）
既にバランスの良い食生活をおくっているから どのように参考にしたら良いのかわからないからバランスの良い食生活に特に興味がないから 面倒だからその他 無回答

15.63.7 20.6
21.17.4 27.0

7.87.4 7.955.6 27.0
18.925.915.9

1.101.6
35.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全　体　　　　　（n=90）男性　計（n=27）女性　計（n=63）
既にバランスの良い食生活をおくっているから どのように参考にしたら良いのかわからないからバランスの良い食生活に特に興味がないから 面倒だからその他 無回答

　　　　３３３３．「．「．「．「食事食事食事食事バランスガイドバランスガイドバランスガイドバランスガイド」」」」についてについてについてについて　　　　～～～～調査結果調査結果調査結果調査結果のののの詳細詳細詳細詳細

　食事バランスガイドを参考にしない理由としては、「面倒だから」が全体で35.6％（東京・近畿圏：27.1％、地方圏：
45.2％）であり、特に地方圏で多く挙げられた。　次いで、「どのように参考にした良いのかわからないから」（全体：21.1％）、「既にバランスの良い食生活をおくっているから」（全体：15.6％）である。

　男女別にみると、男性では半数の人が「面倒だから」（55.6％）を挙げている。　女性では「面倒だから」（27.0％）以外にも「どのように参考にしたら良いのかわからないから」（27.0％）や「既にバランスの良い食生活を送っているから」（20.6％）も多く挙げられた。
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(%)

テレビ・ラジオ 雑誌 パンフ、広報誌等の配布物
行政機関から配布された

チラシ等の配布物
スーパー等店頭の掲示物、

新聞 給食だより等の配布物
学校での掲示物、 食品パッケージでの表示

の配布物会社での掲示物、社内報等
家族、親戚 友人、知人 （ホームページなど）

インターネット シンポジウム、研修会等
その他 無回答

全　体（n=1315） 51.3 31.0 26.9 25.7 24.0 22.7 14.4 10.7 9.7 7.6 6.5 5.3 7.1 3.4 (%)東京・近畿圏（n=752） 50.9 29.9 24.1 25.9 22.9 20.7 15.8 11.6 9.2 8.6 8.1 4.3 8.8 3.5地方圏（n=563） 51.7 32.5 30.7 25.4 25.4 25.2 12.6 9.6 10.5 6.2 4.3 6.7 4.8 3.4

問4.　「食事バランスガイド」エリア別 認知経路（認知者ベース）
　（７）「食事バランスガイド」認知経路

010
2030
4050
60 全　体　　　　　（n=1315）東京・近畿圏　（n=752）地方圏　　 　　（n=563）

　　　　３３３３．「．「．「．「食事食事食事食事バランスガイドバランスガイドバランスガイドバランスガイド」」」」についてについてについてについて　　　　～～～～調査結果調査結果調査結果調査結果のののの詳細詳細詳細詳細

　食事バランスガイドの認知経路を確認したところ、「テレビ・ラジオ」が全体で51.3％（東京・近畿圏：50.9％、地方圏：51.7％）と半数以上の人が回答した。　続いて、「雑誌」（全体で31.0％）、「行政機関から配布されたパンフ、広報誌等の配布物」（全体で26.9％）、「スーパー等店頭の掲示物、チラシ等の配布物」（全体で25.7％）が挙げられたが、「雑誌」「行政機関から配布されたパンフ、広報誌等の配布物」とも、地方圏の方が東京・近畿圏より高かった。
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全体（n=2320）

調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく自分の食生活を見直してみましょう
適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を
たっぷり野菜と毎日の果物で、ビタミン、ミネラル、食物繊維をとりましょう牛乳、乳製品、緑黄色野菜、豆類、小魚などで、カルシウムを十分にとりましょう塩辛い食品を控えめに、食塩は1日１０ｇ未満にしましょう脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、魚由来の脂肪をバランスよくとりましょう

問5.　「食生活指針」エリア別 認知度（全体ベース）

問6.　「食生活指針」実践度（全体ベース）

栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も

食事を楽しみましょう１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスをごはんなどの穀類をしっかりと 18.311.111.7 35.310.210.07.46.83.46.94.4 10.94.3

59.251.150.6 50.841.647.038.146.023.0 40.129.1 49.435.8

20.031.931.8 11.342.538.345.8 41.152.2 42.453.5 32.651.4

4.14.44.53.57.34.619.8 9.411.45.97.2

1.41.3

1.31.21.61.21.61.3
1.21.81.51.31.31.31.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどできている おおむねできている あまりできていないまったくできていない 無回答

　　　　４４４４．「．「．「．「食生活指針食生活指針食生活指針食生活指針」」」」についてについてについてについて　　　　～～～～調査結果調査結果調査結果調査結果のののの詳細詳細詳細詳細　（１）「食生活指針」の認知度
6.96.67.4

28.327.928.8
64.164.663.3 0.80.5

0.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体　　　　　（n=2320）東京・近畿圏（n=1369）地方圏　　 　　（n=951）
内容を含めて知っている 名前程度は聞いたことがある 知らなかった 無回答

　（２）「食生活指針」の実践度

　食生活指針の認知率は、「内容を含めて知っている」人が全体で6.9％（東京・近畿圏：6.6％、地方圏：7.4％）であった。　「名前程度は聞いたことがある」を加えると、全体で35.2％（東京・近畿圏：34.5％、地方圏：36.2％）となり、4割弱の人が食生活指針を認知している。

　食生活指針の各項目で、「ほとんどできている」「おおむねできている」を加えた「できている」率は、13項目中、8項目で5割を超えた。　指針の中で「ごはんなどの穀類をしっかりと」（86.1％）が最も高く、「食事を楽しみましょう」（77.5％）、「１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを」（62.2％）、「主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを」（62.3％）が続く。　逆に最も実践度の低いのは「栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう」（26.4％）である。
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東京・近畿圏（n=1369）

地方圏（n=951）

問6.　「食生活指針」実践度（東京・近畿圏）

栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も

食事を楽しみましょう１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスをごはんなどの穀類をしっかりと

自分の食生活を見直してみましょう適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を
たっぷり野菜と毎日の果物で、ビタミン、ミネラル、食物繊維をとりましょう牛乳、乳製品、緑黄色野菜、豆類、小魚などで、カルシウムを十分にとりましょう塩辛い食品を控えめに、食塩は1日１０ｇ未満にしましょう脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、魚由来の脂肪をバランスよくとりましょう
調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく

自分の食生活を見直してみましょう
牛乳、乳製品、緑黄色野菜、豆類、小魚などで、カルシウムを十分にとりましょう塩辛い食品を控えめに、食塩は1日１０ｇ未満にしましょう脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、魚由来の脂肪をバランスよくとりましょう栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう

問6.　「食生活指針」実践度（地方圏）

適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく

１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスをごはんなどの穀類をしっかりとたっぷり野菜と毎日の果物で、ビタミン、ミネラル、食物繊維をとりましょう
食事を楽しみましょう

18.812.112.0 34.610.710.17.46.43.27.04.4 12.14.5

59.248.949.4 51.440.347.537.444.321.4 39.228.5 48.835.0

19.233.231.8 11.042.4 37.145.8 42.853.2 43.552.8 31.351.7

3.94.95.13.97.94.820.6 9.112.6 6.47.5

1.61.2

1.41.41.71.21.61.71.5
1.91.81.51.51.51.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどできている おおむねできている あまりできていないまったくできていない 無回答

17.59.711.3 36.39.69.87.57.53.76.74.39.34.0

59.254.352.5 49.943.446.439.1 48.525.2 41.430.1 50.436.9

21.130.031.7 11.742.640.045.8 38.750.9 40.854.6 34.451.0

4.43.73.62.96.54.218.6 9.89.6 5.06.9

1.21.5

1.20.91.51.31.61.21.1
1.70.70.90.90.80.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどできている おおむねできている あまりできていないまったくできていない 無回答

　　　　４４４４．「．「．「．「食生活指針食生活指針食生活指針食生活指針」」」」についてについてについてについて　　　　～～～～調査結果調査結果調査結果調査結果のののの詳細詳細詳細詳細　東京・近畿圏は、全体と比べると、どの項目も「できている」率がやや低い傾向にあるが、全体とほぼ同様の結果である。

　逆に、地方圏は全体と比べると、どの項目も「できている」率がやや高い傾向にある。　地方圏で、全体と比較して「できている」率の高い項目は、「脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、魚由来の脂肪をバランスよくとりましょう」（＋3.2％）、「栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう」（＋2.5％）である。
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問7.　ご飯を食べる頻度（全体ベース）

問7.　ご飯を食べる頻度（全体ベース）

　ご飯を食べる頻度

34.631.838.6
46.147.0 44.8

17.519.614.6 1.51.21.3
0.50.40.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
全　体　　　　　（n=2320）東京・近畿圏（n=1369）地方圏　　 　　（n=951）

ほとんど毎食ご飯を食べている １日２食程度ご飯を食べている １日１食程度ご飯を食べているほとんどご飯は食べない 無回答

　　　　５５５５．．．．普段普段普段普段のののの食事食事食事食事についてについてについてについて　　　　～～～～調査結果調査結果調査結果調査結果のののの詳細詳細詳細詳細

34.635.638.743.036.232.528.433.7 41.139.335.824.428.9

46.147.6 52.146.550.845.545.0 44.9 40.742.044.948.7 48.0

17.515.6 9.210.012.419.524.819.116.416.016.024.722.0 0.81.82.52.31.41.8
0.91.6 00.400.71.3

0.40.40.80.30.50.50.90.80.50
00.50.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体      （n=2320）男性　計（n=1042）　　　　20代（n=163）　　　　30代（n=230）　　　　40代（n=185）　　　　50代（n=246）　　　　60代（n=218）女性　計（n=1278）　　　　20代（n=214）　　　　30代（n=300）　　　　40代（n=243）　　　　50代（n=275）　　　　60代（n=246）

ほとんど毎食ご飯を食べている １日２食程度ご飯を食べている １日１食程度ご飯を食べているほとんどご飯は食べない 無回答

　ご飯を食べる頻度は、「ほとんど毎食」が全体で34.6％（東京・近畿圏：31.8％、地方圏：38.6％）であった。　「１日２食程度」と「１日１食程度」を加えると、全体で98.2％（東京・近畿圏：98.4％、地方圏：98.0％）となり、ほとんどの人が１日に１食以上ご飯を食べている。

　男女別にみると、男性の方が女性に比べてご飯を食べる頻度がやや高い。　「ほとんど毎食」の回答者を年代別にみると、男性は30代をピークとして年代が上がるごとに頻度が低くなり、女性の場合は、20代から年を追うごとに下がる傾向にある。
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(%)

栄養バランスの改善
食べる)の改善食習慣(規則正しく

関する知識の習得
食品の安全性に 廃棄の減少食べ残し・ の問題の改善“肥満”や“やせ”

食料自給率の向上
地産地消の推進 食文化・伝統の継承

深める学習など界に対する理解を
農林水産業・食品業

その他 無回答
全　体（n=2320) 64.1 60.7 38.9 35.5 23.0 21.6 19.2 14.7 3.1 1.8 0.5 (%)東京・近畿圏（n=1369） 64.9 61.5 41.6 35.7 24.3 20.5 15.0 15.3 3.3 1.3 0.4地方圏（n=951） 63.0 59.6 35.0 35.2 21.1 23.2 25.1 13.9 2.7 2.5 0.7

問8.　食育への関心度（全体ベース）

問9.　食育での大切な取り組み（全体ベース）

01020
304050
6070 全　体　　　　　（n=2320）東京・近畿圏　（n=1369）地方圏　　 　　（n=951）

　（１）食育への関心度

17.215.919.0
54.455.053.5

24.925.723.7 3.03.03.0
0.70.40.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全　体　　　　　（n=2320）東京・近畿圏（n=1369）地方圏　　 　　（n=951）

非常に関心がある どちらかといえば関心がある あまり関心がないまったく関心がない 無回答

　　　　６６６６．．．．食育食育食育食育についてについてについてについて　　　　～～～～調査結果調査結果調査結果調査結果のののの詳細詳細詳細詳細

　（２）食育での大切な取り組み

　食育への関心を確認したところ、「非常に関心がある」が全体で17.2％（東京・近畿圏：15.9％、地方圏：19.0％）であった。　「どちらかといえば関心がある」を加えると、全体で71.6％（東京・近畿圏：70.9％、地方圏：72.5％）となり、7割以上が食育に関心があると回答した。

　食育での大切な取り組みの中で、最も多かったのは、「栄養バランスの改善」（全体で64.1％）である。　「食習慣（規則正しく食べる）の改善」（60.7％）、「食品の安全性に関する知識の習得」（38.9％）が続く。
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(%)

料理教室・料理講習会
食品製造・流通施設の見学

健康・栄養相談会
講演会・シンポジウム

農林漁業体験 フォーラム、活動発表会
その他 無回答

全　体（n=2320) 53.1 38.0 27.7 15.4 15.4 3.4 2.1 9.5 (%)東京・近畿圏（n=1369） 53.4 38.6 27.8 14.1 15.9 3.0 2.3 9.1地方圏（n=951） 52.7 37.1 27.7 17.2 14.6 4.1 1.9 10.1

問10.　参加したい食育に関するイベント（全体ベース）

010
2030
4050
60 全　体　　　　　（n=2320）東京・近畿圏　（n=1369）地方圏　　　　 （n=951）

　　　　６６６６．．．．食育食育食育食育についてについてについてについて　　　　～～～～調査結果調査結果調査結果調査結果のののの詳細詳細詳細詳細　（３）参加したい食育に関するイベント　食育に関するイベントの中で、最も参加したいと回答されたのは、「料理教室・料理講習会」（53.1％）である。　「食品製造・流通施設の見学」（38.0％）、「健康・栄養相談会」（27.7％）が続く。　地域間では大きな差はみられない。
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問11-1.　普及啓発ポスターの認知度（全体ベース）

問11-2.　普及啓発ポスターの好感度（全体ベース）

　（１）普及啓発ポスターの認知度

33.832.435.8
65.667.163.5

0.60.50.70% 20% 40% 60% 80% 100%
全　体　　　　　（n=2320）東京・近畿圏（n=1369）地方圏　 　　　（n=951）

見たことがある 見たことがない 無回答

　　　　７７７７．．．．普及啓発普及啓発普及啓発普及啓発ポスターポスターポスターポスターについてについてについてについて　　　　～～～～調査結果調査結果調査結果調査結果のののの詳細詳細詳細詳細

　（２）普及啓発ポスターの好感度

20.419.222.1
38.438.138.7

32.234.029.5 4.64.64.6 1.11.11.1 4.0
3.43.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全　体　　　　　（n=2320）東京・近畿圏（n=1369）地方圏　　 　　（n=951）

好感を持った やや好感を持った どちらともいえないあまり好感を持たなかった 好感を持たなかった 無回答

　ポスターを見たことがある人は、全体で33.8％（東京・近畿圏：32.4％、地方圏：35.8％）である。　地域別では、地方圏の方が東京・近畿圏と比べて、3％程度認知率が高い。

　ポスターに「好感を持った」人が全体で20.4％（東京・近畿圏：19.2％、地方圏：22.1％）となった。　さらに「やや好感を持った」を加えると、全体で58.8％（東京・近畿圏：57.3％、地方圏：60.8％）となり、半数以上の人が好感を持ったと回答した。
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問12-1.　ホームページサイトの認知度（全体ベース）

問12-2.　ホームページサイトの活用度（認知者ベース）

　（１）ホームページサイトの認知度

6.36.16.6
92.893.192.3

0.90.71.10% 20% 40% 60% 80% 100%
全　体　　　　　（n=2320）東京・近畿圏（n=1369）地方圏　 　　　（n=951）

見たことがある 見たことがない 無回答

　　　　８８８８．．．．ホームページサイトホームページサイトホームページサイトホームページサイトについてについてについてについて　　　　～～～～調査結果調査結果調査結果調査結果のののの詳細詳細詳細詳細

　（２）ホームページサイトの活用度

54.446.4 65.1
44.953.6 33.3

0.701.60% 20% 40% 60% 80% 100%
全　体　　　　　（n=147）東京・近畿圏（n=84）地方圏　　 　　（n=63)

食事バランスのチェックをした 食事バランスのチェックをまだしていない 無回答

　ホームページを知っている人は、全体で6.3％（東京・近畿圏：6.1％、地方圏：6.6％）と1割に達していない。　地域間別に見ても、その差はほとんど見られない。

　ホームページを閲覧したことのある人の中で、食事バランスのチェックをした人は、全体で54.4％（東京・近畿圏：
46.4％、地方圏：65.1％）である。東京・近畿圏よりも地方圏で多く活用されている。
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問12-3.　ホームページサイトの役立ち度（全体ベース）

問12-3.　ホームページサイトの役立ち度（認知者ベース）

　（３）ホームページサイトの役立ち度　　　　８８８８．．．．ホームページサイトホームページサイトホームページサイトホームページサイトについてについてについてについて　　　　～～～～調査結果調査結果調査結果調査結果のののの詳細詳細詳細詳細

26.326.226.5
42.443.041.5

19.620.218.6 5.04.24.6
1.61.71.6

6.74.75.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体　　　　　（n=2320）東京・近畿圏（n=1369）地方圏　　 　　（n=951）
役立つと思う 少しは役立つと思う どちらともいえないあまり役立つとは思えない 役立つとは思えない 無回答

45.641.750.8
41.542.9 39.7

10.211.97.9 1.62.42.0
01.20.7 0000% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体　　　　　（n=147）東京・近畿圏（n=84）地方圏　 　　　（n=63)
役立つと思う 少しは役立つと思う どちらともいえないあまり役立つとは思えない 役立つとは思えない 無回答

　ホームページサイトの役立ち度を確認したところ、「役に立つと思う」が全体で26.3％（東京・近畿圏：26.2％、地方圏：26.5％）であった。　「少しは役に立つと思う」を加えると、全体で68.7％（東京・近畿圏：69.2％、地方圏：68.0％）が、「役に立つ」と回答している。

　ホームページサイトの認知者ベースでは、「役に立つと思う」が全体で45.6％（東京・近畿圏：41.7％、地方圏：
50.8％）と全体ベースに比べて高い。　さらに「少しは役に立つと思う」を加えると、全体で87.1％（東京・近畿圏：84.6％、地方圏：90.5％）である。ホームページサイトの認知者の９割近くの人が「役に立つ」と回答した。




